
 第Ⅰ部 第６章 ヨーロッパ世界の形成と発展 

  １ 西ヨーロッパ世界の成立（５）教会の権威         教教教教 pppp111137373737（（（（L13L13L13L13））））～ｐ～ｐ～ｐ～ｐ131313138888（（（（LLLL6666）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔13C 初〕 教皇権の絶頂期！ 

〔1122〕 ドイツ以外での叙任権は教皇のものとなる！ 

→皇帝・教皇の妥協により叙任権闘争解決！ 

教皇ウルバヌス 2 世 …1095 年，クレルモン公会議で十字軍遠征を提唱！ 

〔1077〕 教皇グレゴリウス 7 世に破門された皇帝ハインリヒ 

4 世が教皇に謝罪した事件！！ 

〔11C 後〕 クリュニー修道院出身。教会改革を推進！ 

〔962〕 オットー1 世が初代神聖ローマ皇帝となる 

〔800〕 教皇レオ 3 世がカール大帝にローマ皇帝の位を授ける 

 

〔756〕 フランク王国のピピンがローマ教皇に領地を寄進 

〔529〕 モンテ＝カシノ（イタリア）に修道院を開設 

〔590 頃〕 ゲルマン人にアタナシウス派を布教 

ローマ＝カトリック教会の成長 

【①        】の改宗 

【②      】の寄進 

【③      】の戴冠 

教皇グレゴリウス 1 世 

ベネディクトゥス 

【④          】の戴冠 

 

 

教皇【⑫                 】 

西ローマ帝国の滅亡 

フランク王国の分裂 

〔496〕 フランク王国のクローヴィスがアタナシウス派に改宗 

帝国教会政策 …歴代の神聖ローマ皇帝が，教会を利用して帝国を治めようとした政策 

〔内容〕聖職者でない俗人を教会の司教などに任命し，教会の権威を使って人々を支配させる 

〔影響〕聖職者の妻帯や聖職売買など，教会の世俗化・腐敗が進む！ 

教会改革運動 …フランスの【⑤             】が中心となり行う 

○教会腐敗の原因＝“聖職叙任権を皇帝が持っていること”と考える 

 …聖職叙任権をめぐる，教皇【⑧              】と 

神聖ローマ皇帝【⑨             】の対立 

教皇【⑥             】 
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